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令和６年

〔Ｎｏ．6〕建築物の構造強度に関する次の記述のうち、建築基準法に適合しないものはどれか。ただし、構造計算
による安全性の確認は行わないものとする。

1 ．鉄骨造の建築物において、構造耐力上主要な部分である鋼材の接合は、接合される鋼材がステンレス鋼であった
ので、リベット接合とした。

2 ．高さ2mの補強コンクリートブロック造の塀の壁の厚さを、10cmとした。

3 ．壁、柱及び横架材を木造とした学校の校舎の外壁に、9cm角の木材の筋かいを使用した。

4 ．木造の建築物において、構造耐力上主要な部分の継手及び仕口のボルト締は、その部分の存在応力を伝えるよう
に緊結し、ボルトの径に応じ有効な大きさと厚さを有する座金を使用した。

5 ．鉄筋コンクリート造の建築物において、柱の小径を、その構造耐力上主要な支点間の距離の 1/ 15 とした。
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